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議題⑵ 北本市立地適正化計画の策定について
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【現状】 【これからの姿】

公共交通空白地域

拡散した市街地

市街地の拡散により
公共交通利用者の減少

拠点間の移動手段の確保

公共交通沿線への
居住の誘導

拠点エリアへの
医療、福祉等の
都市機能の誘導

人口規模に応じた
市街地の集約

都市の集約（コンパクト）と公共交通の再編（ネットワーク）が必要

◆人口減少や少子高齢化の進行、地域産業の停滞などによりまちの活力が低下
◆市街地の拡散により、低密度な市街地が増加
◆厳しい財政状況の中、公共施設の維持など行政運営に係る費用が増加
◆沿線人口の減少により、公共交通が縮小

立地適正化計画とは
■取組の背景



立地適正化計画とは
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■持続可能なまちづくりを進めるために・・・

コンパクトシティ
◆生活サービス機能と居住機能

を集約・誘導し人口を集積

・福祉・医療サービスなど生活サー
ビス施設のまちなかへの計画的な
配置や誘導

ネットワーク
◆まちづくりと連携した公共交通

ネットワークの再構築

・公共交通網を再編し、快適で安全な
公共交通、公共交通施設の充実を推
進



立地適正化計画とは
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・概ね20年後の都市の姿を展望した上で策定する。

・概ね５年ごとに評価・検証を行うことを基本とし、総合計画や
都市計画マスタープランの改定等と整合させながら、必要に応
じて、見直し・変更を行う。

■立地適正化計画の計画期間

■立地適正化計画制度の創設

・コンパクトシティ形成に向けた具体的な施策を推進するため、
平成26年8月に「立地適正化計画」が制度化された。

・近年の頻発・激甚化する自然災害に対応するため、令和2年
9月から立地適正化計画に「防災指針」を位置付けることが
規定された。



立地適正化計画とは

Ⅰ．立地適正化計画の対象区域
⇒都市計画区域全体が対象（北本市は全域が都市計画区域）

Ⅱ．立地適正化計画に関する基本的な方針
⇒まちづくりの理念や目標、目指すべき都市像を示す

Ⅲ．居住誘導区域
Ⅳ．都市機能誘導区域
Ⅴ．誘導施設
Ⅵ．防災指針

Ⅶ．誘導施策
⇒居住や都市機能の誘導を図るために必要な施策を整理

Ⅷ．目標値の設定・評価方法
⇒施策等の達成状況と効果を評価・分析するための目標値

を設定

⇒詳細は後述
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■立地適正化計画で定める内容



都市機能誘導区域

居住誘導区域

立地適正化計画区域
（＝都市計画区域）

市街化区域

立地適正化計画で定める内容

市街化調整区域

市街化区域内に設定
（都市再生特別措置法第81条19項）
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市街化区域
すでに市街地を形成し
ている区域（既成市街
地）と、概ね10年以内
に優先的かつ計 画的に
市街化を図るべき区域。
（都市計画法第7条）

市街化調整区域
市街化を抑制すべき区
域（都市計画法第7条）。
開発行為や建築行為は
厳しく規制される。

立地適正化計画とは

■立地適正化計画で定める内容



居住誘導区域

 人口密度を維持し、生活サービス

やコミュニティが持続的に確保さ

れるよう居住を誘導すべき区域

 市街化区域内に設定
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居住誘導区域外
での一定規模以
上の住宅開発等

届出が必要

立地適正化計画とは
■立地適正化計画で定める内容 【居住誘導区域】



都市機能誘導区域

 都市機能（福祉・医療・商業

等）を拠点に集約・誘導し、

サービスの効率的な提供を図る

区域

 居住誘導区域内に設定

 各拠点等、複数の箇所に設定出来る

都市機能誘導区
域外での誘導施
設整備

届出が必要

都市機能誘導区
域内での休廃止

届出が必要
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立地適正化計画とは
■立地適正化計画で定める内容 【都市機能誘導区域】



銀行
図書館

商業・金融・行政、文化施設など

スーパー

・都市機能誘導区域ごとに、各拠点の特性を踏まえ、立地を誘
導すべき機能を検討し、『誘導施設』を設定する。
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立地適正化計画とは
■立地適正化計画で定める内容 【誘導施設】

市役所



・「防災指針」とは居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる防災対策等を定めるもの。

防災指針の内容

●災害ハザード情報の収集・整理

●災害リスクの高い地域の抽出、定量的評価

●防災上の課題整理

●防災まちづくりの将来像、取組み方針の検討

●具体的な取組み、スケジュールの検討

●目標値の検討

・頻発・激甚化する自然災害に対応するため、令和２年９月に「都市再生特別措置法等の
一部を改正する法律」が施行され、立地適正化計画を強化。（居住誘導区域から災害
レッドゾーンを原則除外、防災指針の作成）

防災指針
北本市地域防災計画

北本市国土強靭化地域計画
防災関連計画

整合

■「防災指針」と防災関連計画
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立地適正化計画とは
■立地適正化計画で定める内容 【防災指針】



立地適正化計画とは
■今後のスケジュール

計画策定計画策定

①上位関連計画の整理

②現状分析・課題の整理

⑤都市機能誘導区域・誘導施設の設定

③地区別災害リスク分析

④将来都市構造及び
まちづくり目標・方針の検討

都市機能誘導区域の精査

⑩計画案作成

⑦誘導施策の検討

居住誘導区域の精査

⑥居住誘導区域の設定

⑧防災指針の検討

市民意見の聴取・把握市民意見の聴取・把握まちづくり検討委員会

・策定幹事会

まちづくり検討委員会

・策定幹事会
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令
和
６
年
度

パブリックコメント
12月～１月頃

令
和
７
年
度

立地適正化計画の策定・公表

勉強会（令和６年１１月）
〇立地適正化計画の概要
〇計画策定の進め方

（体制・スケジュール等）

第１回（令和６年２月１２
日・１８日）

第２回（令和７年５月27日・
６月２日）

第３回～
令和７年８月以降順次⑨目標値・評価方法の検討

オープンハウス
（令和７年６月７日）

市民アンケート

第１回都市計画審議会
（令和７年７月10日）

説明会


